
保険の未来2035
変化を予測し、レジリエンスを構築し、

長期的な存在意義を確保する



保険の未来2035 ｜はじめに

はじめに

世界の見通し

変化を促すメガトレンド

保険の未来を牽引する5つのシフト

事業別市場見通し

バリューチェーン全体への影響

明日の成功のために、今日大胆な行動を

著者

連絡先／日本の窓口

03

はじめに

保険の将来を予測するのは難しい。規制の進化、人間の行動、

マクロ経済の不安定性は、その先に待ち受けるものを曖昧にする

可能性がある。今日では、保険会社はしばしば技術的破壊や

歴史的にほとんど前例のない新しいタイプのリスクに直面している

ため、この課題はさらに大きくなる可能性がある。

人工知能（AI）の進歩とエコシステムの連結は、
サービスの設計と提供の方法を変革している。同

時に、新しい形の移動手段は、リスクとカバレッジ

を再定義している。

人口動態も変化している。人口の高齢化と慢

性疾患の増加は、ヘルスケアの必要性とコストを

増大させている。1,2 保険会社がプロテクション

ギャップを埋めようとする中、金融包摂は緊急性

を増している。3また、消費者のライフスタイルの変

化により、より柔軟でパーソナライズされた商品へ

の期待が高まっている。4

これらはすべて、地政学的な不確実性、マクロ経

済の緊張、異常気象の影響が漂う中で進んでい

る。その一方で、公共政策の進化とそれに伴う民

間部門組織の役割の変化は、規制の変化ととも

に、サービスの資金調達と提供方法を変える可能

性がある。

これらのメガトレンドの結果として、保険会社は次

の5つの変革によって、ビジネスモデルを再考し、バ
リュー・プロポジションを再構築し、保険による保障

を超えた役割を拡大することができる。

• アドバイスは極めてパーソナライズされ、さまざま

なチャネルに組み込まれるようになる。人的スキ

ル、デジタルガイダンス、AIを組み合わせることで、
十分なサービスを受けてこなかったセグメントに

リーチし、ごく自然に顧客のニーズに応えることで

利益を上げる。

• 利益プールが変化し、業界の境界が曖昧にな

るにつれて、保険会社は固定的な商品を超え

て、保障、予防、健康、経済的健全性を組み

合わせたモジュラー型成果志向のソリューションに

移行し、柔軟で手頃な価格のサービスを提供で

きるようになる。

• サービスは、1回限りの取引からプロアクティブな
関係へと進化する可能性がある。ニーズを予測

し、保障対象範囲を調整し、インテリジェントテ

クノロジーと人間の共感を融合させた密接な顧

客体験を通じて、顧客が好むチャネルで関係を

深めることができる。

• AIと最新のプラットフォームは、企業の中核に組
み込まれ、データ、デジタル、テクノロジーをエコシ

ステムに接続する。エコシステムでは、保険引受

から保険金請求までの統合された機能が連携

してスピードと大規模化による効率を実現し、バ

リューチェーンの主要部分を根本的に再設計す

ることで、従来の通説が疑問視されるようになる

（例えば、代理店のブローカーやアンダーライター

の台頭など）。

• 保険会社は、コラボレーションや合併・買収

（M&A）を通じて、社内の機能をますます強
化、隣接領域に進出し、顧客の視点から一体

感を感じられる統合されたエンドツーエンドの顧

客体験を調整する。

これらの変化のいくつかは、程度の差はあるものの、

損害保険ライン（P&C）と生命保険ライン

（L&H）の両方に影響を及ぼす可能性がある。
両者ともに、保険業界が、独立した保険単体の

商品から、適切なコラボレーションとビジネスモデル

を持つ先行者に報いる統合された適応型サービス

へと移行する未来を指し示している。
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原著・注意事項

本誌はDeloitte Globalが2026年5月に発行した原著をデロイトトーマツグループ合同会社が翻訳・
加筆し発行したものです。和訳版と原文（英語）に差異が発生した場合には、原文を優先します。



保険の未来2035 ｜世界の見通し

L&Hでは、世界の保険料は2024年に5%上昇し、
主に貯蓄商品の需要に牽引されて過去十年間

で最大の伸びを記録した。今後、市場は年間約

3%成長し、2035年には4兆8000億米ドルに達す
ると予想されている。しかし、成長の中身は変化す

る可能性が高い。貯蓄の伸びが鈍化する中、特

にアジアや中南米などの新興市場では、保障商

品が中心的な役割を果たす可能性がある。また、

医療費の上昇と医療制度の逼迫により、民間医

療保険への需要が高まり、医療保険料はほとん

どの地域で生命保険を上回る見込みだ。6

P&Cも同様に拡大し、過去20年間で倍増し、今
日では2兆4000億米ドルに達している。7 成長は

国内総生産に追随し、市場は2040年までに再び
ほぼ倍増すると予想されている。8 需要は、2つの
分野におけるエクスポージャーの増加に起因する可

能性が高い。1つは、自然災害リスクに関連する
財物保険だ。もう1つの分野では、サイバー脅威か
らサプライチェーンの混乱、環境問題に至るまで、複

雑さが増大している商業リスクだ。9
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世界の保険市場は、L&HおよびP&Cセグメント全
体で持続的ではあるが不均一な成長を続ける10
年に突入している（図1）。5
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図1：2024～2035年の世界の保険料（10億米ドル）
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世界の見通し
全体として、世界の保険料は2024年から2035年の間に
50%上昇すると予想されている。この成長の大部分は、
保険需要の高まり、十分なサービスが提供されていない

市場における着実な拡大、および保険会社が顧客との

関わり方を再定義するデジタル革新によって加速される。



保険の未来2035 ｜世界の見通し保険の未来2035 ｜世界の見通し

市場成長市場の安定化

全体として、保険市場は、人口高齢化と中間

所得層の増加に牽引され、先進国では成長が

安定する一方、新興国では成長が加速するな

ど、2035年までは一様ではないが持続的な成
長が見込まれる（図2）。
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北米

北米では、L&Hの成長はおおむね安定している
が、構造的な要因が勢いを取り戻すにつれて見

通しは改善している。医療費の上昇と雇用者

負担型医療保険の継続的な拡大が保険料の

伸びを支えていることに加えて、金利の上昇が

年金保険の復活に拍車をかけている。P&Cでは、
保険会社はここ数年の大災害損失の増加と保

険金請求額の恒常的なインフレに対応して、大

幅な料率の引き上げを実施している。これらの

措置は利幅を強化する一方で、消費者にとって

手頃な価格への圧力をもたらす可能性もあり、

市場における重要な緊張状態が続く可能性が

ある。

ヨーロッパ

ヨーロッパは成熟しており堅実に成長する。L&H
分野では、保険商品や健康増進ソリューション

といった特定分野の需要は持続する可能性が

あるが、消費者が従来の保険商品の価値に疑

問を抱くようになっているため、全体的な成長は

抑制されたままだ。強力な規制と市場の飽和

は、拡大よりも安定化に寄与している。P&C分
野では、欧州は高度なデジタル能力と継続的

な商品革新により依然として非常に洗練されて

いるが、保険会社は異常気象の頻発によるエ

クスポージャーの増大に直面する可能性がある。

図2：地域保険市場の世界成長見通し（2025～26年）10, 11

アフリカ

アフリカの状況は複雑だが進化している。L&H
分野の成長領域であることは明らかだが、価格

妥当性の問題、アクセスの制限、金融機関へ

の信頼の低さによって進展は制約されている。こ

れらの構造的障壁が浸透を制限し続けている。

P&C分野では、この地域はイノベーションのため
の実験場として台頭しており、保険会社はマイ

クロ保険やパラメトリック・ソリューションを実験し

て、プロテクションギャップを埋め、地域のリスクに

対処することを支援している。

南アジア

南アジアでは、所得の増加、持続的な経済成

長、急速なデジタル化の導入に支えられ、生命

保険分野に強い勢いが見られる。これらのトレン

ドはアクセスを拡大し、消費者のエンゲージメント

を高めている。損害保険分野では、自動車保

険と中小企業（SME）保険に成長が集中し
ており、普及率は低いが需要は高まっている。

同時に、保険会社は気象関連リスクや大災害

リスクに直面する可能性がある。

オーストラリア

オーストラリアでは、インフレにより購買力が低下

し、L&H保険が圧迫されている。特に価格設定
と商品規制の変更は、老齢年金支給の団体

保険の台頭と相まって、市場拡大を制約する

可能性がある。P&C分野は成熟しているが、自
然災害に非常にさらされており、重大な大災害

リスクがある。

東南アジア

東南アジアは急成長している保険地域だ。L&H
分野の成長は、中産階級の急速な拡大、高

齢化、デジタル化の加速、医療保険への民間

セクターの参加を促す政府改革によって促進さ

れている。P&C分野では、大規模なインフラ開
発が商業用保険の需要を押し上げているが、

大災害リスクの高まりと地域の再保険能力の

限界によって成長は抑制されている。

ラテンアメリカ

ラテンアメリカは、特にL&Hにおいて高成長の保
険市場であり、ブラジルが地域の拡大をリードし

ている。保険の普及率が低いことと、中産階級

の急成長が相まって、かなりの上昇余地がある。

その一方で、十分なサービスを受けていない人々

への保障を拡大するマイクロ保険が登場してい

る。P&C分野では、急速な都市化と大規模な
インフラ投資が商業用保険の需要を強力に押

し上げ、経済の不安定化が続く中でも成長を

支えている。



保険の未来2035 ｜変化を促すメガトレンド

変化を促す
メガトレンド
構造的な追い風がL&H保険とP&C保険全体の継続的な成長を支える中、
新たな一連のメガトレンドが、その成長をどの程度の速さで、

どの程度持続可能な形で実現できるかを決定しようとしている。

人口の高齢化

2030年までに世界の6人に1人が60歳以上に
なる。12

人口の高齢化と平均寿命の上昇の中で、保険

会社は、特に影響の大きい慢性疾患を有する個

人に対する保護と医療サービスに対する需要の増

大に対処する必要があるかもしれない。この変化

は、財産保護、介護、および経済的保障に対す

るニーズの変化とともに、今日の保障の妥当性に

ついての疑問を提起する。

プロテクションギャップの拡大 

2020年には約20億人のアジア人が中産階級に
属していたが、2030年までには35億人に増加す
ると予測されている。13

中産階級が増加し、保障と退職金の格差が拡

大していることから、保険会社は、富の分配、金

融アクセス、適切な保障の格差によって不釣り合

いな影響を受けている、リスクが高く災害に見舞

われやすくて保険が不足しているコミュニティにどの

ようにサービスを提供するか検討する必要がある。

進化するライフスタイル

18歳から34歳までのカナダ人の過去3年間の住
宅所有率は、2021年の47%から2024年には
26%に低下した。14

米国では、継続した価格妥当性への圧力から全

体の住宅所有率は2025年第二四半期に65%
に低下し、2019年後半以来の最低水準と

なった。15

若い世代が資産所有を再考し、ライフイベントを

遅らせることで、伝統的な規範やスケジュールが変

化する可能性がある。消費者はますます、自分の

ライフステージや節目に合わせてカスタマイズできる

商品や体験を求めるようになっている。

モビリティの未来

カーシェアリング市場は、2024年から2032年の間
に年平均成長率（CAGR）16.60%で成長し、
2032年までに約4650億米ドルに成長すると予測
されている。16

都市部で自家用車を所有することの魅力が薄れ

るにつれて、モビリティはオンデマンドの共有移動手

段に移行する可能性が高い。配車サービスやカー

シェアリング、自動運転車や電気自動車、マイク

ロモビリティを通じて、マルチモーダルな移動手段と

持続可能性が勢いを増している。

AIとテクノロジーの普及

世界のウェアラブルテクノロジー市場は、2025年か
ら2029年にかけて1000億米ドル近くに成長する
と予測されている。17

デジタル技術のコンシューマライゼーションは、エコシ

ステムの結合を加速させるかもしれない。モノのイン

ターネット（IoT）、ウェアラブル、センサーは、ジェネ
レーティブAIやエージェンティックAI、量子コンピュー
ティング、オープンデータなどの新興技術とともに、

継続的なデータストリームを生成しようとしている。

地球環境の不確実性

今後10年間の世界の見通しについて尋ねたとこ
ろ、57%のリスクリーダーが、激動の時代となり大
変動や世界的な大災害のリスクが高まる、あるい

は嵐のような時代となり世界的な壊滅リスクが

迫っている、と回答した。18

気候変動の悪化

気象パターンが現在のまま推移すれば、その影響

は2050年までに世界の国内総生産（GDP）の
7～10%に達すると推定されている。19

異常気象や自然災害が頻発するようになり、環

境への影響が強まっているため、企業は規制や消

費者の要求を満たすために持続可能性のための

革新を余儀なくされている。
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政策と官民セクターの役割は、新たな商業的・

戦略的取り決めを通じて変化している。これらの

変更により新たな資金調達とビジネスモデルを

導入することができ、特に十分なサービスを受け

ておらずリスクにさらされているコミュニティのために、

医療、社会サービス、および極端な気象耐性に

おける既存のプロテクションギャップに対処するこ

とができる。

将来は、より頻繁な地政学的危機、マクロ経済

の緊張、そして大規模なサプライチェーンの混乱や

サイバー攻撃などの影響を頻繁に受けると考えら

れる。このような環境では、ボラティリティが新たな

ベースラインとなり、レジリエンスが決定的な優位

性となる可能性がある。

公的部門と民間部門の役割の変化

世界人口の約48%は基本的な社会的保護さえ
受けていない。20

保険の未来2035 ｜変化を促すメガトレンド
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保険の未来を
牽引する5つのシフト
今後10年間、一部の企業はこの機会を捉えて、収益性の高い成長に向けた
新たな道筋を描くかもしれない。これらの変化の波を通じ、5つの変革的なシ
フトによって、保険会社はビジネスモデルを再考し、提供価値を再構築し、保

障の提供という保険業界の役割を拡大することができるかもしれない。21

セールスと流通チャネル：

トランザクション型セールスから常時つ

ながり、データに基づいたアドバイスへ

のシフト

アドバイスは、深くパーソナライズされ、状況に応じ

て、やりとりやタッチポイントに組み込まれるだろう。

アドバイザー、ブローカー、福利厚生コンサルタント

は、インテリジェントツールを使用して、顧客がリス

クを管理し、保障ポートフォリオを最適化し、世

帯または組織全体にわたってパーソナライズされた

ガイダンスからメリットを得るのに役立つ有意義

な情報を提供できる。

複雑でオーダーメイドのニーズには、人間のアドバイ

スとスキルが引き続き重要だ。しかし、保険ソリュー

ションにアクセスするためには、デジタルチャネルが

ますます重要になるだろう。これには、P&C分野の
パーソナルラインにおけるアドバイザーの段階的な

仲介の減少を通じて既に見られるように、バーチャ

ルおよびデジタルのアドバイス・オプション、動的な

商品設計および価格設定機能の利用が含まれ

る。

AIと最新のコアプラットフォームにより、従来の
チャネルでは十分に対応できなかった顧客セグ

メントに、利益を保ちながらリーチすることができ

る。保険会社はまた、新たなエンベデッドチャネ

ルを活用して、顧客がいる場所でより自然に顧

客と出会うことができる。

保険の未来2035 ｜ 保険の未来を牽引する5つのシフト

商品と価格：

保障商品から、利益プールを拡大する

結果志向のソリューションへの進化

利益プールが変化し、業界が収斂するにつれて、

保険会社は、固定的な商品の販売から、予防、

健康、経済的幸福と保護を融合させたモジュール

式の結果志向のソリューション提供者へと進化す

る必要があるかもしれない。この変化は商品の提

供価値を再定義する可能性がある。ソリューショ

ンは、柔軟で手頃な価格であり、重篤な疾患の

補償に結びついた統合的な健康診断や、財物の

損失を防ぐコネクテッドホームサービスなど、結果を

改善するように設計されている必要がある。

顧客エンゲージメント： 
受動的なやり取りから、プロアクティブ

でパーソナライズされた人間中心の顧

客体験への移行
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既存のサービスモデルは、一時的なトランザクショ

ンから常時つながっている関係に移行するだろう。

これらの関係は、プロアクティブでパーソナライズされ

たものとなり、ライフイベントを予測し、ライフスタイ

ルの変更を奨励し、動的に保障内容を調整する

ことにより、劇的にエンゲージメントを促進すること

ができる。デジタルファーストの取り組みが基盤に

なるかもしれないが、重要な瞬間には人間がタッ

チすることが重要であり続ける可能性がある。

顧客がチャネル、エコシステム、ライフステージを超

えてどのように関わりたいと思っているのかを知り、

顧客の居場所で出会うことが重要かもしれない。

保険会社は、「信頼の範囲」のどこに位置するか

に基づいて、各消費者または事業セグメントの固

有のニーズに合わせて顧客体験を調整する必要

があるかもしれない。顧客がどこに分類されるかに

かかわらず、保険会社は、持続可能な価値、差

別化、ロイヤルティを提供するのに役立つ、インテ

リジェントテクノロジーと人間の共感と意味のある

やり取りを融合した統合された顧客体験を生み

出す必要があるだろう。

1 2 3



保険の未来2035 ｜ 保険の未来を牽引する5つのシフト

オペレーション：

新しいテクノロジーとAIによる保険
業務の再考

AIはもはや特別な能力とは見なされなくなるだろ
う。むしろ保険組織のDNAに組み込まれ、機能、
ワークフロー、役割を横断して水平方向にスケール

していく。

優れた拡張性と市場投入までのスピードを実現す

る最新のコアシステムは、レガシーシステムに取って

代わるだろう。将来の保険業界で成功する組織

は、人間のスキルと最新のプラットフォームを統合

しインテリジェントに自動化することで、効率性、

パーソナライズ、エンゲージメントを拡張する組織か

もしれない。これには、請求時に相互接続された

ヘルスケアジャーニーや、予測分析による引受精

度の向上などが含まれる。

成功するかどうかは、保険会社が、データ、テクノ

ロジー、人材をどれだけうまく結びつけ、組織全体

に影響を与えられるかにかかっている。請求受付、

トリアージ、不正検出など、各セクションは重要な

機能だが、真の力はそれらが連結されているとき

に発揮される。これらのモジュールが情報を共有し、

互いに学習すると、価値が複合化し始め、意思

決定が迅速になり、エクスペリエンスが向上し、時

間とともにスマートなシステムへと洗練されていく可

能性がある。

戦略的協業とM&A：

エコシステム連携によるイノベーショ
ンと価値拡大の加速

保険業界と隣接する分野との境界線がますます

曖昧になるにつれ、保険会社は単独で勝つことが

難しくなっていく。競争力を維持するために、保険

会社はどこからどのように組織的な能力を確保す

るのか、これまでとは異なるアプローチが必要だ。こ

れは、レジリエントで高度に差別化された機能を

社内で構築することに加え、市場投入の迅速化

とニッチな機能へのアクセスを求めてパートナー企

業とのコラボレーションを行うか、あるいは、新しい

エコシステムへのリーチを拡大することを意味する。

提供価値の方程式を拡大する保険会社は、医

療、金融サービス、小売、OEM、技術プロバイダー
などの複数分野にわたる戦略的コラボレーションを

促進する。ソリューションにAIを組み込むことができ
れば尚更である。

「価値が複合化し

始め、意思決定が

迅速になり、エクス

ペリエンスが向上し、

時間とともにスマー

トなシステムへと洗

練されていく可能性
がある。」

12 13

その結果、多様化する顧客のニーズを満たし、包

括的でデータ駆動型の顧客体験を提供できる。

このような未来において、保険会社は単なる保険

提供者ではなく、つながりのある幸福と価値創造

のオーケストレーターとなり、具体的な価値と独自

の差別化手段を提供するバリューチェーン構築に、

社内スキルを集中させることができる。

保険の未来2035 ｜保険の未来を牽引する5つのシフト

4 5



保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し

事業別市場
見通し
変化のペースと大きさは、商品ラインによって異なり、

主要セグメント間で異なるシナリオが作成される。22

流通モデル

伝統的なアドバイザーやブローカーの仲介が低減し

ていくにつれ、チャネルの在り方は変化する。デジタ

ルファースト、オムニチャネルの商流は、必須となる

可能性がある。アドバイスは人間からデジタル主導

に移行し、AIのレコメンデーションによって人間のサ
ポートが可能になる。

顧客

住宅保険や自動車保険のコモディティ化が進む

中、持続可能な成長は、差別化されたエンドツー

エンドの顧客体験に依存する。

これは、ますます競争が激化する市場において、ブ

ランドとマーケティング、およびロイヤリティと顧客維

持プログラムへの投資によって支えられている。

「新興市場では、革新的でモバイルファーストの流通モデルが市場への

リーチと浸透を拡大する一方で、デジタルリテラシーとアクセスポイント

が限られている地域では、現地のエージェントが引き続き重要な役割

を担い続ける。」

商品

資産の所有形態が変化するにつれて、従来の商

品カテゴリーが進化し、賃貸人保険、使用量ベー

スの保障設計、サブスクリプションモデルのような柔

軟な支払や、カスタマイズ型の保障設計などに対

する需要が高まる。これらの変化は、差別化され

た価値のための新たな機会を創出する一方で、

マージンを圧迫する可能性がある。

凡例：低い 高い 事業ラインの相対的成長

予測CAGR低 高

変化のペース 高 中変化の大きさ

今後の見通し：パーソナルライン

パーソナルラインについては、消費者の行動やライフスタイルの変化に応じて大きく変化するシナリオが考えられる。こ

の変化を受け入れる保険会社は、AI主導の業務と顧客体験、商品の柔軟性、パーソナライズされたサービスによっ
てますます市場をリードすることができる。

先進国市場では、消費者の期待の高まりにより、

毎年の契約更新以上のシームレスでパーソナライズ

された体験に対する需要が高まり、保険会社は

予防と継続的なエンゲージメントへと乗り出して

いく。

同時に、保険キャパシティ提供の制約が強まると、

リスクの集中と災害の少ない地域での成長により

焦点が絞られる可能性がある。

新興市場では、コモディティ化が進んでいないため、

マイクロ保険などの手頃でシンプルな商品を通じて

差別化を図ることができる。こうした商品は、デジタ

ルツールや、信頼感と理解した上で参加するリテラ

シー教育によって支えられる。

14 15

先進的な市場では、従来のブローカーチャネルから、

ダイレクト型のデジタル対応モデルへと移行してい

る。この傾向は、AIとデジタルツールへの投資によっ
て支えられており、エージェンティックAIによるブロー
カーとアグリゲーターの出現を促進している。OEM
メーカー、小売業者、デジタルプラットフォームなどの

新しい代理店は、エコシステムのコラボレーションを

通じて、より広範なサービスに保険を組み込む。

新興市場では、革新的でモバイルファーストの流通

モデルが市場へのリーチと浸透を拡大する一方で、

デジタルリテラシーとアクセスポイントが限られている

地域では、現地のエージェントが引き続き重要な

役割を担い続ける。

先進国市場では、保険会社はより総合的でライ

フスタイルに沿った保障を提供するために隣接市

場に進出する一方で、リスクプールの減少とパーソ

ナライズ化の拡大は、商品と価格を再形成する。

富裕層の成長は、ライフイベントの高齢化に適応

する柔軟な保険契約とともに、スペシャリティ保険

や差別化されたサービスへの需要を押し上げる。

新興市場では、モジュール式で適応性の高い商品

への需要が高まっており、住宅所有は依然として

憧れの的である。複数の移動手段の選択肢が拡

大しているにもかかわらず、一部の地域では自動

車所有が引き続き増加している。



保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し 保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し

顧客

技術の進歩とプロセスの改善により、商業保険の

差別化をリレーションシップ主導型にすることが可

能になる。新たなエクスポージャーと従来のエクス

ポージャーの両方に対処するためには、個別のリス

ク・ソリューションとアドバイザリーサービスが重要とな

る。保険会社の成長は、投下コストを拡大するこ

となく、新たなリスクを管理し、リスク軽減のような

付加価値サービスを通じて粘着性を生み出し、価

格競争力を維持する継続的な能力にかかって

いる。

先進国市場では、保険会社は、中堅・大企業向

けに特化したスキルへの投資をより強化することで、

テーラーメイド商品の提供、補償範囲の拡大、リス

ク軽減サービスの強化を通じて、新たなリスクに焦

点を当てることができる。デジタルプラットフォームと

自動化は零細・小企業セグメントを拡大する可

能性があり、サープラスラインではリスクのカバー範

囲を拡大し、再保険会社が移転リスクの増加分

を吸収する。

「仲介の不在がバリューチェーンを再構築

する可能性があるが、複雑な保険組成

においては依然として人間のスキルが

不可欠であり、データ駆動型ツールや

AI対応ツールのサポートが強化される。」

今後の見通し：商業用損害保険

商業用損害保険は、企業がより複雑なリスクに直面し、テーラーメイド型の保険を求める可能性があることから、

世界的に着実な成長を見込んでいる。企業におけるAIの利用とサイバーリスクの増加により、革新的な保険会
社に多くの事業機会が生まれ、従来の保険契約を超えて新たなリスクに対処するソリューションへの需要が高

まっている。

流通モデル

商業用チャネルは多様化しており、従来のアドバイ

ザリーモデルとデジタルブローカープラットフォームや、

エコシステムコラボレーションが融合している。

B2B2Cモデル、組み込み型保険、セクター別のコ
ラボレーションの台頭により、既存企業は新しい

チャネルに適応する必要がある。

先進的な市場では、デジタルネイティブのブローカー

プラットフォームとエコシステムのコラボレーションが、

零細および中小企業セグメントでシェアを拡大す

る可能性があり、デジタル型総代理店がスペシャ

リティ保険分野の成長を促進する。仲介の不在

がバリューチェーンを再構築する可能性があるが、

複雑な保険組成においては依然として人間のスキ

ルが不可欠であり、データ駆動型ツールやAI対応
ツールのサポートが強化される。

新興市場では、銀行、通信プロバイダー、サプライ

チェーンアグリゲーターとの連携に支えられたモバイル

ファーストかつエージェントが支援するモデルが、デジ

タルオンボーディングと自動引受によって規模の確

保とアクセシビリティを改善し、市場へのリーチを拡

大する。

16 17

商品

大災害リスクが高まり、新たなリスクが拡大するに

つれて、商業保険はより適応型にモジュール化され

ていく。特に商用車、サプライチェーン、サイバーにお

けるリスクは多様化し、使用量ベースのパラメトリッ

クカバレッジに対する需要を促進する。

先進国市場では、自動運転、ドローン配送、サイ

バー攻撃などの新たなリスクに対処するためにカス

タマイズされたソリューションの需要が高まっている。

代替資本は、増大する大災害リスクとピーク時の

リスク移転ニーズを支えるために増加する。

保険料の伸びは、リスクの高い財物保険と賠償

責任保険に集中しており、保険会社は従来の

サービスではなく、コラボレーション、テレマティクス、

予測分析、AIによる拡張アドバイスを通じて差別
化を図っている。

新興市場では、天候、サプライチェーン、公衆衛生

上のリスクに対する保障の拡大とともに、シンプル

で柔軟性のある商品が、初めての購入者や小規

模企業にとって引き続き重要となる。

新興市場では、セクター・レベルの細分化と、教育、

信頼、地域社会との連携を原動力にした、零細

企業と中小企業向けの差別化により、テーラーメイ

ド型のソリューションが可能になる。

凡例：低い 高い 事業ラインの相対的成長

予測CAGR低 高

変化のペース 中 高変化の大きさ



顧客

顧客の寿命が延び、データの共有がより快適にな

るにつれて、市場への期待は高まる。保険会社は、

予防、レジリエンス、長期的なセキュリティを支援

するためにリアルタイムデータとパーソナライズされた

エンゲージメントを使用し、受動的なリスクの保障

者から、健康と財務の健全性における能動的な

協力者へと進化するだろう。

先進国市場では、消費者の期待値が高まること

で、健康、資産、保険を横断して統合された超

パーソナライズされたデジタルファーストの顧客体験

に対する需要が高まる。健康やライフスタイルに関

するデータを活用することで、ウェルネス関連商品

が拡大する。富裕層と超富裕層の顧客に合わせ

たテーラーメイドの資産管理ソリューションは、重要

な成長エンジンになる可能性がある。

新興市場では、中産階級の増加に伴って、初め

て保険に加入する顧客が拡大する。この傾向は、

モバイルファーストによるアクセス改善、顧客との信

頼関係の構築、富裕層では投資や資産移転の

ための生命保険の利用によって支えられる。

流通モデル

流通はテクノロジーを活用したエコシステムへと進

化し、消費者向けのデジタルプラットフォームが

日々の生活に保険を組み込むようになる。同時

に、アドバイザーは、信頼関係の構築と付加価値

の提供に重点を置いて、複雑な金融ニーズへの

対応にシフトし、ウェルスプランニングの専門家は

総合的なソリューションを提供するだろう。

先進的な市場では、生命保険の販売は、デジタ

ルの利便性と人間のスキルを組み合わせたハイブ

リッド型のデジタルアドバイザーモデルにより席巻さ

れ、AIと高度なアナリティクスによって生産性とター
ゲティングが向上している。雇用主やオープンバンキ

ングとのエコシステムが重要な流通チャネルとなり、

より広範な金融、健康、ウェルネスの体験の中に

生命保険を組み込む。

新興市場では、マイクロ保険とモバイルファーストの

組み込み型流通が、大規模なアクセスを拡大す

る。デジタル教育ツール、チャットボット、自動化ア

ドバイスは、専門的な理解を民主化し、市場の信

頼を築き、十分なサービスを受けていない人々への

浸透を加速させる。

商品

生命保険は、特定の時点を保障するポイント・イ

ン・タイム保険から、行動、ライフスタイル、資産形

成目標に適応する柔軟なソリューションに移行す

る可能性がある。補償範囲は、リアルタイムデータ、

ダイナミックプライシング、代替リスク移転を活用し、

より統合的に健康をカバーして長寿に焦点を当て

たものに変化することで、安定性を維持する。

新興市場では、引き続き、中核的なリスクをカ

バーする手頃な保障への需要が続く一方、健康

保険、貯蓄保険、葬儀保険を統合した多目的

商品への関心も高まる。

保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し保険の未来2035 ｜事業別市場見通し

今後の見通し：生命保険

18 19

生命保険市場は、これまで十分なサービスが提供されていなかった大衆市場への浸透、富裕層および超富裕

層顧客の富の創出の継続、および消費者エンゲージメントとサービス品質の向上を通じ、新興市場で力強い

成長が見込まれる。

「保険会社は、予防、レジリエンス、長期的なセキュリティを支援する

ためにリアルタイムデータとパーソナライズされたエンゲージメントを使用し、

受動的なリスクの保障者から、健康と財務の健全性における能動的

な協力者へと進化するだろう。」

凡例：低い 高い 事業ラインの相対的成長

予測CAGR低 高

変化のペース 中 中変化の大きさ

先進国市場では、生命保険商品はよりダイナミッ

クで包括的なものへと進化し、リアルタイムのデータ

に基づいて保険料と給付内容が調整され、保障、

投資、税制への最適な対応を組み合わせて提供

されるようになる。特に事業主や富裕層が、相続

や事業承継のために生命保険を利用する場合は、

統合的なサービスや包括的なアドバイスが標準的

なものになる。



顧客

医療保険会社は、受動的に保険金を支払うだけ

の保険者から、能動的なケアの設計者へと進化し、

サービスのギャップを埋め、パーソナライズされたヘル

ス・ジャーニーを構築する。統合ケアモデル、リアルタ

イムの健康データと予測分析により、予防的な健

康管理と早期介入を経て、結果の改善を導く。

新興市場では、地域の健康リスクに焦点を当て

た商品に重点をおくようになり、予防、外来診.療、
予防接種、遠隔医療などに保障対象が拡大して

いく可能性がある。

流通モデル

流通モデルでは、デジタルプラットフォームが従来の

チャネルと新興チャネルの両方に統合される。これ

により、オンデマンドアクセスが可能になり、バーチャ

ル臨床や助言型サービスの提供が加速する。

新興市場では、オフライン申込によって強化された

モバイルファースト型モデルとエージェントサポート型

モデルが、接続環境の低い地域でのアクセスが拡

大に貢献する。また、物理的な医療拠点や、日

常的なトランザクションへの組み込みによって、医

療と保険の普及が加速する。医療と保険双方の

格差解消には、官民パートナーシップが引き続き

重要である。

「医療と保険双方の格差解消には、官民パートナーシップが引き続き

重要である。」

今後の見通し：医療保険
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医療保険の力強い成長は、世界的な医療システムのキャパシティ制約、健康意識の高まり、保険者とのコミュニ

ケーションにおける抵抗感の軽減によって促進される可能性がある。高齢化と慢性疾患管理の進展と相まって、こ

れらの圧力は、職場と個人の両方の環境で新しいビジネスモデルとサービスモデルを推進する可能性がある。

商品

医療保険は、アナリティクスとコネクティッドヘルスエ

コシステムによって、包括的なケア促進とウェルネス

インセンティブ、新たなケアモデルに対する保障を含

むように進化する可能性がある。

保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し

凡例：低い 高い 事業ラインの相対的成長

予測CAGR低 高

変化のペース 高 高変化の大きさ

先進的な市場では、医療保険会社は、保険金

の支払いにとどまらず、垂直統合モデルを構築し、

公的部門との連携および結果と効率の改善を助

けるデジタルツールを活用して、医療ケア提供者と

してより積極的な役割を果たすようになる。遠隔

医療、ウェアラブル、治療を事後治療から事前対

応へと移行させることを目的とした予測分析によっ

て、慢性疾患や精神疾患に合わせて個別化され

た、保険の需要が高まる。

先進国市場では、医療保険の流通はデジタルプ

ラットフォームや遠隔医療プラットフォームによってま

すます促進される。これらはブローカーや雇用主を

補完し、医療現場に保険を組み込み、保険会社

と医療提供者を統合し、よりパーソナライズされた

データ駆動型の体験を提供する。

先進国市場では、医療保険商品がより広範で

消費者ニーズに即したものになり、精神疾患、外

来サービス、個別化医療が統合されたものになる。

予測分析と相互運用可能なデータにより、リスク

の早期発見、プロアクティブな介入によって大幅な

医療費の削減が可能になり、成果連動したケアと

デジタル治療は、長期的な結果を改善するだろう。

新興市場では、地域のリスクに合わせ簡素化した

費用対効果の高いケアプランがプライマリケアと予

防医療を優先し、医療インフラと地域に根差した

医療提供能力が成熟するに伴い、保障範囲を

拡大していく。

保険の未来2035 ｜ 事業別市場見通し
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顧客

ファイナンシャル・プランニングは、よりパーソナライズ

され、柔軟性が高まる。若年層は貯蓄開始時期

が遅くなるかもしれないが、よりリスク許容度の高

いポートフォリオや新しいアドバイスチャネルを通じて、

より高いリターンを求めている。固定化されている

退職年齢に対し、今後は長寿化と健康を考慮し

た、柔軟な資産形成プランへと移行する可能性

がある。

先進国市場では、働き方の変化とキャリアの長期

化により、資産の取崩しに適応したソリューションや、

資産と健康を統合したウェルスアンドヘルス型サー

ビスへの需要が高まる。若年層は、テクノロジーを

活用した自己主導型の投資を好む傾向があり、

税制優遇型の貯蓄、収入保障、不安定な市場

における価格下落リスクの保障に対する需要が高

まる。富裕層および超富裕層は、高度なクロス

ボーダーのアドバイスを求める可能性もある。

新興市場では、政府機関への信頼低下により、

地域社会と密着した自立型のリタイアメントモデ

ルが浸透することが考えられ、他方ではデジタル進

展によって拡張性の高いアドバイスや少額貯蓄プ

ラットフォームへのアクセスが拡大する。

流通モデル

保険会社は、オープンで相互接続された金融エコ

システムの中で事業を展開し、顧客資産への影

響力が強い銀行、デジタルプラットフォーム、組み

込み型の金融プロバイダーと競合する。市場リー

ダーは、職場との接点を基盤としながら、日常の

金融生活にシームレスに統合することを目指す。

雇用主の持つ信頼感を活用することで、従業員

の長期的な経済的健全性と長寿をサポートする、

包括的な貯蓄、退職、保障ソリューションを提供

する。

先進的な市場では、保険会社は、大手テクノロ

ジー企業やFintechプラットフォームが支配する金
融体験に統合し、戦略的に連携しながら相互運

用性を確保し、進化するデータプライバシーと規制

要件に対応していく必要がある。プラットフォーム

は貯蓄、支出、投資行動への影響力をますます

高め、長期的な資産形成を左右する可能性が

ある。

新興市場では、モバイルウォレット、通信プロバイ

ダー、スーパーアプリが主要なアクセスポイントとして

機能し、組み込み型保険を通じてマスマーケットへ

の普及を促進する。デジタルアイデンティティの課

題を解決することで、これまで十分に満たされてい

なかった需要を開拓し、パーソナライズされたリアル

タイムのソリューションを実現する。

商品

世界的な富の大規模なシフトが進み、世代間の

ニーズのバランスを担保したうえでボラティリティを管

理し、流動性と資産承継の双方をサポートする商

品が必要となる。不動産や個人資産において富

の集中が進むにつれ、保険会社は金融レジリエン

スを守るためのより大きな役割を果たすようになる。

先進国市場では、資産が不動産や個人資産に

集中している高齢者が、流動性を重視した退職

ソリューションへの需要を高める。これに加え、イン

デックス連動型貯蓄、年金リスク軽減、近代化さ

れた資産承継インフラ拡大も期待される。

年金制度への圧力とオルタナティブ資産やデジタ

ル資産の台頭は、保障や支払い、資産承継計

画に対する新たなアプローチを促すかもしれない。

新興市場では、第一世代の資産形成が、金融

教育やシンプルな資産承継ソリューションへのニー

ズを高める一方で、世代間の依存度の高さがリス

ク共有と家計レジリエンスをサポートする商品需要

を高める可能性がある。

「雇用主の持つ信頼

感を活用することで、

従業員の長期的な

経済的健全性と長

寿をサポートする、包

括的な貯蓄、退職、

保障ソリューションを

提供する。」

今後の見通し：貯蓄と老後

退職年齢のギャップが拡大し、依然として格差が存在する中、貯蓄・退職市場は成長が見込まれる。消費者は、

長期的な安心を維持・拡大するために、高利回りで柔軟性があり、パーソナライズされたソリューションを求めている。

保険会社は、高度な分析とパーソナライズドアドバイス、統合されたデジタルプラットフォームを提供することで、退

職準備・リタイア後の生活を支援する。
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凡例：低い 高い 事業ラインの相対的成長

予測CAGR低 高

変化のペース 高 中変化の大きさ



保険の未来2035 ｜バリューチェーン全体への影響

バリューチェーン
全体への影響
地域や事業内容を問わず、保険会社が商品や事業モデルを再考する中で、

いくつかの影響が業界全体に波及することが考えられる。

2035年を特徴づける要素は以下の通りだ。23

顧客探索と販売は日常生活に組み込まれ、予

測可能なライフイベントとモデリングによってパーソナ

ライズされる。モバイルファースト、IoT対応の販売
チャネルは、サービスが行き届いていないセグメント

へのリーチを拡大する。消費者が自分の価値観に

合致するブランドに引き寄せられ、評判、透明性、

社会的インパクトが市場リーダーを決定づける要素

となる。

引受業務は、「リスクアーキテクチャ」アプローチを採

用し、複雑で多要素的なリスクへの対応に人的ス

キルを集中させ、一般的なリスクレベルへの対応

は自動化される。IoT、衛星、社会データ、経済
データを通じた継続的なモニタリングは、リアルタイ

ムの価格改定を可能とする。予測的なシミュレー

ションが、破滅的リスクや新興リスクに対してポート

フォリオを最適化する。

保険の未来2035 ｜バリューチェーン全体への影響

保険金請求業務は、より能動的に自動化・統合

される。AIとIoTのデータは、請求受付と検証を効
率化し、単純な請求についてはほぼ即時の支払

いを可能とする一方で、保険会社が損失を未然

に防ぐための介入を可能とする。顧客がストレスや

困難に直面した時こそ、迅速な人的対応関与が

重要であり、自動化と並行して共感的なサポート

を提供する。ブロックチェーンを活用したデータ記録

が信頼性を高め、不正行為も減らす可能性があ

り、解決プロセスには修理、医療、交換サービスま

でが統合される。

オペレーションモデルは、政府、Fintech、医療、モ
ビリティ、環境ネットワークを横断的に連携するエコ

システムオーケストレーションを中心に展開される。

従来のビジネスモデルは持続可能でなくなりつつあ

り、テクノロジー、データの相互運用性、デジタルプ

ラットフォームのエコシステムによって実現される新た

なビジネスモデルとオペレーションモデルへの進化が

求められる。戦略的なコラボレーション、AIベースの
ワークフロー、選択的なアウトソーシングによって、効

率性と俊敏性を高めることが可能となる。ワーク

フォースには人間とAIエージェントの両方で構成さ
れる。組織は長期的かつ相互に関連するリスク全

体を継続的にシミュレーションする。

24 25

サービスと顧客エンゲージメントは、受動的なサ

ポートから顧客のコンテキストに応じた対話へと移

行する。AIエージェントはマイルストーンを予測し、リ
アルタイムで保障範囲や金融ソリューションを提案

する。保険は、健康、モビリティ、スマートホーム、資

産形成のエコシステムと不可分になり、継続的な

保護と高度にパーソナライズされた介入を可能に

する。

商品と価格設定は完全にモジュール化され、保障

内容は行動と多次元リスク（パンデミック、異常

気象、社会政治的不安定など）に基づいてリア

ルタイムで動的に調整される。保障の設定要素と

して、予防的なリスク管理と健康増進をますます

重視するようになる。リスクマネジメントサービスは、

フィービジネスによる収入をも生み出し、保険会社

の成長の原動力となる。



保険の未来2035 ｜明日の成功のために、今日大胆な行動を

明日の成功のために、
今日大胆な行動を
世界の保険業界は岐路に立っている。今後10年間、保険会社は、
外部要因の複合的な影響を受ける中で、大きな変革だけでなく

その存在意義の再定義を迫られることになるだろう。

● 人口動態の変化

● 社会の変化

● AIとテクノロジーの進歩

● 異常気象の影響

● マクロ経済、規制、

地政学的圧力の高まり

保険の未来2035 ｜明日の成功のために、今日大胆な行動を

これらの要因が複合的に作用し、従来のビジネスモ

デルやオペレーションモデルに課題を示し、市場参加

者に自己改革を促している。

2035年までに、保険業界はリスク移転を主眼とし
た支援から、予防・レジリエンスと長期的な財務

基盤の安定を守る礎へと移行していくと考えられ

る。保険会社は近年それらに適応してきたが、メガ

トレンドが加速・激化するにつれ、今後の道のりは

より困難になると予想される。

これらのメガトレンドの複合的な影響は、個々の要

素だけで捉えることはできない。重要視すべきは複

合的な効果である。変化への対応だけでは不十

分であり、市場で成功を収めるためには、混乱を

予測し、迅速に適応し、前例のない不確実性の

中で生き抜く個人、企業、社会のニーズに合わせ

たソリューションを提供する能力が不可欠となる。

保険会社、政策立案者、エコシステムのパートナー

会社は今すぐ行動を起こすべきだ。2035年以降
も成長と存在意義を確保するためには、大胆な

実験、異業種間のコラボレーション、強靭なビジネ

スモデルが重要になる。決定的な問いは、各参加

者がどれだけ迅速に対応できるか、そして将来の

成功モデルに、どれだけ的確に対応できるビジネス

モデルに進化させられるかにかかっている。
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